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【UNHCR、WFP共同プレスリリース：中央アフリカ共和国への支援要請】 

 

 アーサリン・カズン国連WFP事務局長とアントニオ・グテーレス国連難民高等弁務

官は 6月 4日、中央アフリカ共和国での人道危機に対する支援を国際社会に訴えた。 

2013年 12月以来、中央アフリカ、またはそれ以外の国籍を含んだ難民 22万 6000人

が中央アフリカ周辺国に逃れた。その多くが充分な食糧のない状態で荒れた茂みで何

ヶ月もの間避難生活を送って来たため、栄養失調の状態で避難先に辿り着く。 

例えばカメルーンには昨年 12月から新たに約 9万人の難民が中央アフリカから避難

したが、その 20～30％が極度の栄養不良に陥っていた。 

UNHCRと中央アフリア周辺国（カメルーン、チャド、コンゴ民主共和国、コンゴ共和

国）の 14のパートナー団体は中央アフリカ地域対応計画のもと支援活動を行ってい

るが、必要額のわずか 9％しか資金が集まっていない。 

詳しくはこちら（英語）： 

http://www.unhcr.org/538d9e809.html 

 

 

 

 

 

 

国連難民高等弁務官(UNHCR) 駐日事務所 広報室 

107-0062 東京都港区南青山6-10-11 ウェスレーセンター   

Tel 03-3499-2310 Fax 03-3499-2272      www.unhcr.or.jp 
 

UNHCR の支援活動は皆様のご寄付に支えられています。ご寄付はUNHCR の公式

支援窓口である国連UNHCR 協会を通じてお願いします。国連UNHCR 協会           

フリーダイヤル：0120-540-732 （平日10時～18時）www.japanforunhcr.org 

 

 

 

 

 

 

 

 


